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７月の食育目標 食事をおいしく食べよう

暑くなってくると食欲が落ちてしまいますね。給食ではお酢やレモン汁を使ってさっ

ぱりとした味付けやカレー粉、にんにくなどの香りで食欲増進など工夫して、子どもた

ちが食べたい気持ちになるようにしています。

子どもたちが食事をおいしく食べるためには、食べたくなるような味、食べやすい硬

さ、食材の切り方、食べるときの環境（室温・椅子やテーブルの高さ）などの要素が必

要ですが、「お腹が空いていること」もとても大切なことです。園では給食のタイミン

グにおなかが空いてないと食べてくれません。「後でお腹が空いてしまうといけないか

ら食べておこう」とはならないので「いらない」となってしまいます。そうすると、夕

食までの時間にお腹が空いておやつを多めに食べてしまってまた夕ごはんの時におなか

が空かない、寝る前におなかが空くなど生活リズムが乱れることもあります。暑い時期

に限らず、ごはんの時間におなかが空くリズムを作っていきましょう。

給食の場面から・・・子どもたちの食経験

６月の午後のおやつの「きな粉サンド」の日にクラスを回わり、３歳児クラスに入る

と、「今日はきな粉がはさまってるよ」「きな粉おいしい」と声があがり、Hくんが「

ヨーグルトにきな粉いれるよ」Sちゃんが「ごはんにきな粉かけるよ」Aちゃんが「牛乳

にきな粉いれるよ」と次々にきな粉の食べ方が出てきました。そのうちに「納豆にきな

粉かけたらおいしいかな？」と食べ方のアイデアがあがり、みんなでおいしいかな～？

と盛り上がりました。また、４歳児クラスできゅうりの収穫があり、塩もみをして食べ

たのでどうだったか感想を聞くと「しょう油もいいかも」と別のアイデアが出てきまし

た。２・３日前に献立で「きゅうりの甘酢和え」でしょう油を使った和え物が出たので

覚えてくれていたのでしょうか？園やご家庭で経験したことが違う場面でつながること

や積みあがって新しい経験へ進むことがあり、子どもたちの言葉に発見や驚きがあって

楽しいです。園でもっといろいろな食経験が積めたらと思っています。

とうもろこしの皮むき

7月の給食では「茹でとうもろこし」が出ますので、朝、子どもたちと皮をむくお手

伝いをしたいと思います。何枚も皮をむいていくとヒゲが出てきて黄色い実が出てき

ます。旬の食材に触れ、茹でただけでおいしい旬の味を味わいたいと思います。


